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 （開会） 

事務局： では、皆さまおそろいのようですので、開始させていただきたい

と思います。 

改めまして、本日はお忙しい中、お集まりいただきまして、どう

もありがとうございます。 

都市計画課 課長補佐の○○と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

恐れ入りますが、ここから着座で失礼させていただきます。 

まず初めに、ご発言についてご説明させていただきます。 

本日はワイヤレスマイクを使用いたしますので、ご発言の際は挙

手をお願いいたします。 

事務局がマイクをお持ちいたしますので、マイクを使用して発言

をお願いいたします。 

まず、開催に先立ちまして、本日は体調不良で都市計画課長の○

○が休みとなっておりますので、私のほうで会議を進めさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

また、本日は小平市地区まちづくり審議会の再任の委員が２名い

らっしゃいますので、ご紹介させていただきます。 

まず、小平商工会事務局長、○○委員でございます。 

続いて、本日は欠席のご連絡を頂いておりますが、東京むさし農

業協同組合の小平地区統括支店長の○○委員も任期満了となりまし

たが再任のご承諾を頂きました。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

本日の審議会でございますが、報告事項が１件ございます。 

それでは、これより、○○会長に議事進行をお願いいたしますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

会 長： どうも皆さん、こんにちは。 

年に１回しか開かれない会議ですけど。今日は６名出席ですの

で、ぜひ活発な質問なり、意見出していただくようにお願いいたし

ます。 

ここは全員で７名なんですけど、今日６名おりますので、会は成

立ですので、令和７年度小平市地区まちづくり審議会を今から開会

したいと思います。 

なお、傍聴人は今日はおられないということなので、このまま会

は続けていきたいと思います。 

それから、いつものことですけど、この審議会の議事録を後日作

成するということになっております。委員の方から議事録の署名人
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を指定させていただきたいと思いますので、今回は○○委員、○○

委員、２人お願いしたいと思います。後日、市から議事録が届くと

思いますので、署名をお願いします。 

それでは、会に先立ちまして、本日も市長さんにおいでいただい

ておりますので、一言ごあいさついただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

市 長： 皆さん、こんにちは。 

本日は、年度末の大変お忙しい中、本審議会にご参集賜りまし

て、誠にありがとうございます。また、日頃より市政に関しまし

て、ご協力を賜り、重ねて御礼申し上げます。 

本審議会は「小平市都市計画マスタープラン」に掲げる将来の都

市像を実現するため、参加と協働によるまちづくりを目的として策

定された「小平市民等提案型まちづくり条例」に基づく市長の付属

機関となっております。 

これまで本審議会で審議され、認定等を受けました、地区まちづ

くり準備会や協議会の活動において、個性的や魅力のある住みよい

まちづくりの検討が進められております。 

市といたしましても、今後も条例の周知、啓発に努めるととも

に、地域の課題解決など、市民等の発意による地区まちづくりを、

引き続き支援をしてまいります。 

さて、市では現在、都市計画マスタープランの改定に向けまし

て、市民アンケートや検討会、そして意見募集などの取り組みを行

っておりまして、多くの貴重なご意見を頂きながら、まちづくりの

課題や方針などについて議論を進めてまいりました。 

引き続き、頂いたご意見を基に、公募市民を含む改定検討委員会

などにおいて、来年度末の改定に向けまして、検討を進めてまいり

ます。 

さて、本日は、報告事項が１件となっております。 

本日お集まりいただいております委員の皆さまは、豊かなご見識

と経験をお持ちの方々でございます。どうぞ身近な地区のまちづく

りにつきまして、忌憚のないご意見をお寄せいただければと思って

おりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

会 長： ありがとうございます。なお、市長さん、所用がありますのでこ

こで退席となります。 

市 長： 皆さん、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

（市長退席） 
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会 長： ありがとうございました。 

それでは、早速本日の議題に入りたいと思います。 

この会の前に、○○委員が市の方とお話ししていましたけど、都

市計画マスタープランのこととか、話し合っていましたね。 

厳密に線引きいたしますと、このまちづくり審議会というのは、

小平市民等提案型まちづくり条例に定められている事柄について、

審議し、必要があればここで決定する、それが諮問事項ということ

になります。今日は報告事項ということです。 

なお、都市計画マスタープランそのものは、別途委員会があった

り、あるいは都市計画に関わることは、都市計画審議会というのが

ございますので、その場で議論するということですけど、関連する

話題もあるかと思いますので、この場でも質疑の時間に審議の説明

していただいたり、あるいは皆さんどんどん質問いただくというこ

とにしたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

本日は、報告事項は１件ということになっています。今、申し上

げたたように、条例の活用状況について、この１年間の動きという

ことになるかと思うんですけれども、最初に事務のほうからご説明

をお願いいたします。 

 事務局： では、小平市民等提案型まちづくり条例の活用状況について、ご

説明いたします。 

配布資料の確認です。全部で２点となります。 

１つ目が報告資料、Ａ４判の小平市民等提案型まちづくり条例の

活用状況について、２つ目が参考資料となりまして、Ａ４判両面の

準備会・協議会の位置図および区域図、この２点になりますけど

も、不足はございませんでしょうか。 

では、今年度の条例の活用状況について、地区まちづくり準備

会、地区まちづくり協議会、また、周知・啓発事業の３点を、資料

に沿ってご報告いたします。 

報告資料の１点目、地区まちづくり準備会について、ご説明いた

します。 

なお、参考資料は、おおよその位置ですとか活動方針、設立経緯

を記載しておりますので、併せてご参考にご覧ください。 

まず、地区まちづくり準備会、これは、身近な問題を話し合う、

地区まちづくりの最初の一歩といたしまして、地区まちづくり協議

会の設立を準備する団体でございます。 

現在、市では、条例に基づきまして、１つの団体が地区まちづく

り準備会に登録されています。上水南町四丁目地区まちづくり準備
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会なんですけども、こちらについて説明いたします。 

本準備会は、住民が愛着と誇りを感じる持続可能なまちづくりを

活動方針とし、令和４年の６月６日に市内の３団体目の地区まちづ

くり準備会として登録されました。 

上水南町四丁目地内にある東京サレジオ学園という児童養護施設

の敷地の一部が売却され、宅地開発が行われることを契機に、この

準備会が設立されました。 

令和７年度は、宅地開発のほうはもう進んではいるんですけど

も、これまでの活動によりまして、準備会としては、児童養護施設

や事業者に対しての周辺住民の声を伝えることができたことについ

て、一定の成果を上げることができたと伺っております。 

また、規則の第３条第５項において、地区まちづくり準備会の登

録期間というのを定めておりまして、これが登録した年から翌年度

の末日までの２年としておりますが、本準備会につきましては、一

度延長を認めた上で、登録期間を最大で４年間としています。 

令和５年度末に一度延長を行って、本年度で当初の登録よりちょ

うど４年が経過することになるため、準備会としての登録は、この

３月末をもって終了となります。 

準備会が終了することに伴いまして、団体としての活動も終了す

ると伺っております。 

準備会についての説明は、以上でございます。 

続いて、資料の２点目、地区まちづくり協議会について、ご説明

いたします。 

まず、地区まちづくり協議会とは、身近な地区のまちづくりを推

進し、土地利用等に関する計画の案を策定できる団体でございま

す。 

現在は、鷹の台公園南側地区まちづくり協議会と、鷹の台玉川上

水通り地区まちづくり協議会の２つの団体を認定しております。 

いずれの協議会も、立地環境のさらなる活用と、愛着の持てる、

歩いて楽しい持続可能なまちづくりを推進する組織として設立され

まして、両方とも令和５年１月３０日の本審議会において認定され

ました。元々は、令和元年の５月２４日に登録した鷹の台駅周辺地

区まちづくり準備会というのがあって、これが約４年間にわたり活

動を進めまして、地区の課題の解決に向けた行動を行ってきました

が、それをさらに推進する組織として、この協議会が設立されたも

のでございます。 

令和７年度の主な活動は、勉強会や講演会の実施のほか、地区の

課題、あるいは目指す地区のイメージを集約した地図をより具体化
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し、未来絵図というかたちで作成し、地区まちづくり計画の案に盛

り込む内容の検討を行ったと聞いております。 

また、両協議会が連携してまちづくり活動を推進しております

が、鷹の台公園南側地区につきましては、鷹の台公園の予定地と玉

川上水に囲まれた緑豊かな商業地域、玉川上水通り地区について

は、玉川上水の豊かな緑に面し、散策者などのにぎわいもある地域

ということで、立地環境や目指している地区の将来像が異なること

から、現在はそれぞれの地区の特色に合わせた地区まちづくりの計

画の案の策定を目指していると聞いております。協議会についての

説明は、以上でございます。 

最後に、資料の３点目、周知・啓発事業について、ご報告いたし

ます。 

令和７年度につきましても、例年に引き続きまして、市民等の発

意による地区まちづくりの推進を図るため、地区まちづくりセミナ

ーと地区まちづくりフォーラムを実施しました。 

両事業の実施状況についてご報告いたします。 

まず、（１）の地区まちづくりセミナーをご覧ください。 

この事業は、身近な地区のまちづくりを考えるきっかけとなるよ

うに、今回は武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科の齋藤啓子教授

と建築学科の國廣純子教授を講師にお招きしまして、講座を実施し

ました。セミナーは、まちあるきやワークショップを行い、参加者

の主体性を重視したプログラムとしております。 

今年度は、「わたしたちが住むまちについて考えよう」をテーマ

に、令和７年１０月、１１月にかけまして、計３回、中央公民館を

会場として実施し、延べ３８名の参加がございました。 

各回の内容についてご報告いたします。第１回は、「小平市の

“いま”を考えよう」をテーマに、都市計画マスタープラン改定に

伴い実施した市民アンケート結果の共有ですとか、実際に今、感じ

ていることなどを書き出して整理いたしました。 

第２回は、花小金井商店街、鷹の台商店街をまちあるきして、各

商店街の現状について把握しました。 

最後の第３回は、「小平市の“いま”から将来像を考えよう」を

テーマに、３つのグループに分かれまして、第１回目で共有した考

えや、まちあるきを通して感じたこと、また、こういうまちになっ

てほしいという思いなどをフォトモデルの作成を通して発表しまし

た。 

続いて、（２）地区まちづくりフォーラムをご覧ください。 

フォーラムでは、どなたでも気軽に参加できるよう、講演形式に
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て実施しております。 

今年度は、３月１３日に、中央公民館のホールで開催いたしまし

た。Ｚｏｏｍを使用したオンライン配信も同時に行いまして、会場

参加者が２０名、オンライン参加が１０名の合計３０名の方にご参

加いただきました。 

内容といたしましては、「まちの将来像、計画・条例の仕組み、

そして市民参加」と題しまして、工学院大学建築学部まちづくり学

科の野澤康教授に、市民参加とまちづくりの観点から、まちづくり

のために活用できる制度の仕組みや事例について、講演していただ

きました。この野澤教授に関しましては、今、改定を進めておりま

す「小平市都市計画マスタープラン改定検討委員会」の委員長も務

めていらっしゃっております。 

以上が、地区まちづくりセミナーおよび地区まちづくりフォーラ

ムの概要でございます。 

今後とも、小平市民等提案型まちづくり条例を活用した、身近な

地域のまちづくりの推進につながるよう、周知・啓発の取り組みを

検討してまいります。以上でございます。 

 会 長： ありがとうございます。 

それでは、いろいろ質問なり意見なりを求めたいと思いますけ

ど、最初にちょっと説明でまちづくりの準備会と協議会、段階的に

は分かるんですけど、それぞれの違いや具体的な内容について、ち

ょっと説明してくれますか。 

事務局： まず、準備会と協議会の違いなんですけども、いくつかございま

して、そもそも人数要件が違います。準備会に関しましては５名以

上ででき、過半数は地区住民とする。認定とかではなくて、登録と

いう形で割と気軽にできるというところがあります。登録されます

と、市のほうから補助金といたしまして、年間５万円の支給対象と

なります。 

主な活動内容としましては、先ほどちょっと説明にもありました

けども、そもそもまちづくりに何かに関わりたいというきっかけ、

発端として、まず人を集めて、こういったことをしたいねっていう

ような内容を話し合っていただくのが準備会ということで、それが

組織として、より活性化した場合が次の協議会ということになりま

す。 

協議会の主な目的はもう地区のまちづくりを検討し、まちづくり

を推進していくということで、これは認定が必要なんですけども、

１０人以上で、うち過半数は、その地区の住民が必要です。また、

まちづくりの最終的な目標としましては、地区まちづくり計画とい
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う、まちの将来像とか方針を決めたり、もうちょっと踏み込んで、

建築の制限等を決められる地区まちづくりルールというのを定める

ことができます。いずれも構成員だけでなく、その区域の住民の一

定数以上の同意が必要となり、その協議会独自で決定できるわけで

はなくて、地区まちづくり審議会を通しまして、認定していただく

というようになります。 

補助金としましては、準備会は５万円だったんですけども、こち

らは２０万円となっております。以上です。 

会 長： 今の協議会の認定とか、まちづくりルールの認定とかっていうの

は、この委員会で最終的な議論するということになるかと思いま

す。 

準備会は報告で済むんでしたっけ。 

事務局： そうですね。そもそもこの審議会で認定とかはなくて、要件を満

たしていれば、登録自体も都市計画課のほうで実施します。解散す

るに当たっても、協議会の同意とか、報告とかは必要とはしてませ

ん。 

会 長： 助成金というか、５万円とか２０万円とかってありましたけど、

用途については、何か限定はありますか。 

事務局： はい。主には講演会で講師として呼んだ報償費ですとか、広報活

動した場合の周知にかかる広報紙の作成代、印刷代、あとは、その

会で何かを作るのに、例えばプリンターを買ったとか、そういった

場合の消耗品系とかそういったものを、地区まちづくり助成金交付

要綱というのがございまして、そこで定めております。なので、何

でもかんでも自由に使用していいというわけではなく、使用使途に

ついては領収書等を提出いただき、こちらで確認しております。 

会 長： ありがとうございます。そういう事情のようですけど。 

それでは、少し質疑に入りたいと思いますけど、最初にこのまち

づくりの準備会、委員会に関連して、今の説明、ちょっとよく分か

んなかったこととか、どうなってるのかというようなことについ

て、ございましたら質問、ご意見、どなたでも結構です。何でも結

構です。はい、どうぞ。 

委 員： ○○です。今ご説明いただいたことだと、基本的に市民が主体的

になって活動するのが準備会と協議会というふうに理解しました。 

ただ、ここの記載内容、報告内容を見てみると、結構まちづくり

に関する専門的な知識といいますか、そのあたりを知らないと、地

区まちづくりルールの案というのを作成するのは、なかなか難しい

のかなというふうに基本的には思いました。そういった意味でいう

と、市から逆にサポートするといいますか、まちづくり計画を作る
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に当たってのサポートするような、そういった機能というのがある

のでしょうか。 

事務局： まず、例えば市に相談があれば、こちらのほうで分かる範囲でや

り方ですとか、こういうふうに進めたらいいんじゃないかっていう

助言とかアドバイスをさせていただきます。 

それとは別で、この条例上で活用できるまちづくりアドバイザー

というのを呼べる制度がございまして、例えば弁護士ですとか都市

開発に長けた有識者ですとか、建築士とか、そういった専門的な方

を目的別に派遣可能な制度がございます。 

まず、どういった内容について、詳しく聞きたいかというのをこ

の準備会、協議会にお話を聞きまして、それに適する方をお呼びで

きそうならば、市を通して、派遣依頼をします。派遣が可能となっ

た際の日時とか会場等については、当事者同士で設定していただい

て、会を実施していただく流れとなります。 

会 長： それは、先ほど説明のあった補助金とは特に… 

事務局： とは、また別です。何回までという回数制限の範囲内で呼ぶこと

は可能です。 

会 長： 分かりました。ありがとうございます。そのアドバイザー、まち

づくりアドバイザー派遣の費用は市が負担するということで。 

事務局： そうですね。市のほうで用意いたします。 

会 長： ほかに。どうぞ。その辺にマイクを置いておいて、みんなで回し

合いましょう。 

委 員： ○○です。ご説明のほう理解いたしました。 

準備会についてお聞きします。１回延長して、期限を定め、今回

これ、活動を終了するということで、気になるのは活動の内容が当

初のものに合致していたか、どういう成果っていうか、アウトプッ

トが出てきたのかなといったあたりについて、ご存じの範囲で教え

ていただけるでしょうか。 

事務局： 参考資料の２段目を見ていただきたいんですけども、まず、この

区域自体がサレジオ学園を中心としまして、結構大きい敷地内なん

ですけども、北側の通り沿いにマンションが２棟建っているんです

ね。サレジオ学園の当時、林というか、木が生い茂ったサレジオ学

園の敷地を売却しまして、ここに戸建ての開発をするという動きに

なりました。 

そこで、元々この辺一帯がサレジオ学園を中心として、イタリア

っぽいデザインの建物で景観がそろったので、ここの住人たちがそ

れが無くなることをちょっと懸念して、緑がなくなり、さらに戸建

てが建つことによって、統一感、一体感のない建物だらけになって
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しまうんではないかっていうのを発端に、まず準備会が登録されま

した。 

準備会の目的としましては、地区まちづくり計画、あるいはルー

ルを作って、新たに住まわれる敷地の住民の方に対しましても、内

容は当時固まってはいませんでしたが、例えば緑が豊かな土地にし

ようですとか、あまり高いものが建たないようにとか、ある程度の

何らかの制限をかけた計画を作ろうという案があったんです。 

その方向で進めてきたんですけども、地区まちづくり計画を作る

に当たりまして、どうしても区域というのを設定しなければいけま

せん。区域の範囲内にある方については、当然同意要件っていうの

が発生します。 

さらに地区まちづくり計画に加えて、より詳細は建築のルールを

定める地区まちづくりルールを作る場合は、人数要件にプラスして

面積要件でも同意が必要となります。 

準備会としましては、当然サレジオ学園も含めた区域を設定した

い。そうすると、ある程度面積を占めてますサレジオ学園の同意

が、とても重要な要件になってくるということで、建築する戸建て

の不動産業者とサレジオ学園をどうしても地区まちづくり協議会の

構成員に入れたかったのがあります。 

それを進めるために、まずサレジオ学園のイベントに参加したり

して、親交を深めていって、あるいは開発業者が進める説明会と

か、そういったものに参加して、顔や面識を深めて、いろいろ意見

交換というのは進めてはいったんですね。 

先ほど○○委員の質問にもありましたアドバイザーも活用して、

準備会のメンバーも知識を蓄えてはいったんですけども、どうして

もサレジオ学園と事業者から、協議会参入についての同意を得られ

なかった。それに加えまして、だんだん周辺住民の方も熱意という

か、そういったものが途切れて、引っ越していかれた方もいらっし

ゃるんですね。 

そうすると、準備会全体としましては、ある程度交渉とかして、

一定の希望を訴えることができて、それによって若干、開発で変わ

ったこともあったんですけども、その先の地区まちづくり計画です

とか、ルールを作るのはちょっともう難しいなっていう、断念せざ

るを得ない状況がいろいろ重なったものですから、ここでもう準備

会としては終了したいというお申し出があって、今に至る経緯にな

ります。以上です。 

委 員： 分かりました。事情を理解いたしました。ご説明ありがとうござ

います。 



 11 

 

事務局： 会長、今の若干補足ですけれども、こちらの参考資料にこの準備

会の区域図が入っておりまして、今、この区域図は先ほど○○のほ

うで説明したとおりでございますけども、この区域図の北側の左側

も土地が売却されて、宅地開発され戸建て住宅が建っております。  

このような状況で、今回の右側全部が宅地開発されるというよう

な状況になり、今回の経緯が出てきたというような形になっており

ます。 

サレジオ学園さんのほうは、今の下側に園舎が建っているんです

けど、こちらのほうの建て替えもされておりまして、この建て替え

がサレジオ学園さんはメインだったわけですね。 

これを全部含めて当時この北側にあったところについては、先ほ

ど○○が言ったように、林というんでしょうか、近隣からはサレジ

オの森と親しまれていた中で、それが基本的には無くなるのが、や

はりよろしくないというような形で、周辺から意見が出てきたとい

うような形になりまして、成果ではないですけれども、ある程度宅

地開発の中で、例えば緑地の配置ですとか、そういうような要望が

出てきて、一定程度、事業者も受け入れて、今は開発が完了してい

る形になりますので、準備会としての具体的な成果というものは出

ておりませんけれども、そういうような要望が準備会から出て、そ

れを事業者が聞き入れたことで、ある程度いいまちづくりになった

のではないかと、市は捉えております。以上でございます。 

委 員： ありがとうございます。所感ですけれども、いろんな利害とかで

はありませんけど、考え方の違いが出てくるというのは、これは当

然と思いますけども、こういう条例の活用として、準備会が発足し

て、公式の形でディスカッションを行うというステップを踏んだと

いうふうな総括もできるかなと思いました。 

以上です。 

会 長： おっしゃるとおりだと思いますね。 

そういうのがないと、事業者にせよ、所有者にせよ、あまり相手

にしないっていう… 

委 員： 何かそういうのがあると思いますよ。 

会 長： それはよくある。ちょっと質問なんですけど、準備会の範囲とい

うのがありますよね。例えば今の地区まちづくり計画とか、地区ま

ちづくりルールっていうのは、この一部でもいいんですか。あり得

るんですか。全体の範囲の例えば上のとこだけで決めるとかってい

うのは、仕組みとしてあり得るかどうか。 

事務局： 区域を定めはするんですけども、基本的には３，０００平米以上
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の区域を定めていただくというのになるので、これ、多分今、６万

何千平米の区域なんですけども、このうちの３，０００～４，００

０平米で設定して、そこの範囲内でのルールを定める、計画を定め

るっていうのは可能です。 

会 長： そういうことですね。 

今までこのサレジオの森っていうんですか、そこは周辺の住民も

入れるところなんですか。 

事務局： いえ、基本的に関係者以外敷地内には入れません。 

会 長： 入れないんですね。周りから享受するっていうか、そういう場に

なっているわけ、そういう感じですね。今もう工事が始まっている

んですか。 

事務局： 市が関与する開発自体は終わりまして、事業者が戸建ての建築を

進めていく予定となります。 

会 長： そういうことですね。そうすると、この準備会は一応これで終了

ということになりますか。 

事務局： さようでございます。 

会 長： 分かりました。ほかにご質問ございますか。このほかの協議会の

ことでも結構です。 

委 員： ほかの協議会のところは何か具体的な進展とか進行とかあったら

教えていただけますか。 

事務局： 新たな協議会や準備会などの発足ですか。 

委 員： はい。 

事務局： そうですね、現在は、ほかに新たにつくりたいとか、そういった

のは特に相談は来ておりません。 

会 長： 鷹の台公園っていうのは、市立の公園になるんですか、この公

園。 

事務局： そうです。都市計画公園です。 

会 長： 進捗状況はどうですか、土地はまだ買い取って… 

事務局： 買い取ってます。 

会 長： 買い取った。 

事務局： はい。市のほうで、こちらにある、この公園ですけど、市の都市

計画決定されている公園でございまして、元々創価学園さんが持っ

ている運動場だったんですけど、そこを市が買い取りまして、一部

分だけ買い取れないところがあるんですけど、それ以外はほぼ買い

取ったところで、今、計画を作っておりまして、実際やっていく方

向でおります。 

会 長： 予定としてはいつ頃ですか。 

 



 13 

事務局： 令和６年の８月に事業認可が下りまして、事業を進めています。

具体的には鷹の台公園整備事業っていうことで、Park-PFI で進めて

います。鷹の台公園だけではなくて、線路を挟んで、その東側に中

央公園グラウンドがございます。そこの改修も含めまして、事業者

のほうと基本協定を締結したところです。 

パネル展示とかオープンハウスとか、そういったものを進めてま

して、終了年度についての資料は持ち合わせていないのですが、〇

〇委員分かりますか。 

委 員： パークコネクトグループという、私もメンバーの一人ですが、鷹

の台公園と中央公園のグランド、基本、４月ぐらいから工事を開始

して、９年の７月には完全にオープンしていこうと。 

ただ、グラウンドのほうがちょっと早めに４月からオープンとい

うような計画ではあるんですが、諸般の状況がどうなるか分からな

いので、なんせちょっと物価が高くなってるんで、もう２年前のプ

ロポーザルの価格でやってるところがあって、かなり内部では大変

な苦労をしているとこです。 

１つ質問していいですか。 

会 長： はい、どうぞ。 

 委 員： 準備会もそうなんですが、協議会の前の段階で、何か芽を見つけ

るための手段というか、そういうものを洗い出していくような方法

が、齋藤啓子先生は今年３月に定年退職されますので、國廣先生が

セミナーみたいなのをやられるかも分かりませんけれども、もう少

し掘り起こす行為みたいなものを。 

どうやれば掘り起こせるのかっていうのが、それを聞かれると困

るんですけどもね。 

何か掘り起こす方法を考えないと、これ、小平市民等提案型まち

づくり条例ができてから、かなり経ってから、鷹の台のとこと２本

決まったというところがあったんですけど、これはひとえん会とい

う市民団体がかなり動いてて、かつそれと鷹の台公園のとかってい

う事業とリンクしていくというので、協議会への立ち上げというも

のが出てきたところではあるんですが、それと同じように何か芽を

見つけて、芽を育てたのじゃないと、何もせずに待ってても仕方な

いかなというのと、セミナーは、どっちかっていうと市民の学習意

欲を満足させるというか、市民のための教育活動で、まちづくりの

内容を起こすような内容には、別にいい内容なんですよ、齋藤先生

がやっていらしたし、素晴らしい内容なんですけど、そのセミナー

をやったからといって、芽が出てくるかっていうと、ちょっと今の

内容だと出てこないんじゃないかなと思います。 
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会 長： お答えしづらいですね。 

事務局： そうですね。そもそも芽を摘む以前に多分あまり条例や制度自体

が知られてないっていうのもあると思うんで、まず周知活動を今、

やってる最中でございます。それこそセミナーですとか、あるいは

先日行ったフォーラム等で、こういったものができるんですよとい

う仕組みをお知らせして、それに少しでもちょっと気になった方が

いたら、準備会等に発展できればいいかなと思ってるんですけど

も、○○委員のおっしゃるとおり、なかなかそこが難しくて、今後

も検討事項なんですけど、結構きっかけってさまざまだと思うんで

すよ。この鷹の台に関しましては、周辺のにぎわいですとかをもう

ちょっとよくしたい。上水南町とかは緑を確保したいっていうのが

発端にありました。あと、これまで準備会としてあったものでは、

例えば、その地域自体が木造住宅が密集しており、ちょっと防災上

危ないからみんなでよくしたいというのがきっかけで始まったとこ

もあれば、以前認定していただいた小川住宅は、そもそも老朽化す

るマンションを自分たちで再生したいっていうことで協議会をつく

っていただいたという経緯があります。きっかけづくりも重要です

し、あるいは、自発的に動いてくれる住民、地域の方の思いも必要

ですし、何が正解かっていうのはちょっと分かんないんですけど

も、少しでも掘り起こしていただくような、知ってもらうような活

動を今後もっと考えて、それをうまくやっていければなって思いま

す。今すぐにちょっと答えは出ないんですけど。 

以上です。 

会 長： 木造住宅の場所は今、小川の再開発をやってる北側の。 

事務局： そうですね。 

会 長： 私も一度呼ばれたことありますけど、あそこはそういう会とか作

る動きはないんですか。 

事務局： 元々一部のとこでは、準備会があって、ある程度の活動をしまし

て、冊子等も成果物として作りました。防災に対する意識っていう

のは大きかったんですけども、コロナ禍や地権者との土地関連の手

続き等があり、準備会の活動が止まってしまったっていうのがあ

り、任期を迎えて終わったっていう経緯があります。ただ、水面下

では、その後も年に１・２回、地域一体となって防災訓練活動を行

ったりと、意識は引き続き高い状態ではあるので、ゆくゆくは協議

会等、もうちょっと周辺まで範囲を広げて、それこそ小川西町三丁

目全域に広がるのが理想ですけども、もうちょっと区域を広げて地

区まちづくり計画とかルールを作りたいという話は伺ってはいまし
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た。 

委 員： 私のところ、結構大きなマンションが建つとか開発計画があっ

て、どうしたらいいでしょうかみたいな相談がよくきて、１０年ぐ

らい前までは、そういう相談で近所の人に呼びかけて、勉強会やる

とか、対抗する計画を考えるとか、そういう動きがあったり、ある

いは何かしようかと、そういう反対運動なんかしているところと連

携取り合って勉強会するとか、いろんな動きがあったんですけど

も、ここ１０年ぐらいそういう一緒になって何か考えていくみたい

な動きっていうのがすごく減ってしまったなっていうのはありま

す。 

自分で、何か来ると困ったなって相談に来るんだけども、やっぱ

り自分だけで考えて。周りと一緒に考えたらどうですかっていうふ

うなアドバイスをしても、そこまではちょっと大変だから動くのは

ちょっと。あと、やっぱりそういうふうに関わってた人たちって、

われわれの年代とかって、昔、学生運動とか何とかやって、何かあ

ると横に連帯してみたいな発想があったと思うんだけど、そういう

感じもやっぱり、世間も変わってきたのかなというふうに思うの

で、じゃ、代わりに何をすればいいのかっていうことでやるわけで

はないんですけども、やっぱりいろんな意味で社会の対応は変わっ

てきてるなというのは、感じてます。 

会 長： ちょっとさっきの話に戻りますけど、あれは何て地域になるんで

すか、この北側の。 

事務局： 当時準備会としてあったのは、旭町地区まちづくり準備会です。 

会 長： あそこはものすごく道路が狭いですよね。しかも斜めに長短に。

それから、消火栓とかそういうのが、数が足りないような気がした

んですけど。 

私も行って一緒に立ち会うっていうのを昔したんですけど、あの

時、コンサルタントの方がおられたけど、あれは委託調査なんです

か。そうじゃなくてアドバイザーも違うか。 

事務局： ここの地域に関しましては、おっしゃるとおり委託事業者で調査

した時もありますし、まちづくりアドバイザーとして開発の都市プ

ランナーの方が派遣された時もあるので、ちょっとどっちの時か分

かんないですけど、どちらかがいたはずです。 

会 長： 名前忘れちゃったんですけど、関西のほう、何か名古屋だったか

な、あっちのほうのコンサルタントの方、４人ぐらい来てもらいま

した。 

事務局： 複数いたっていうことは、委託事業者だと思います。 

会 長： そうですか。 
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さっきの掘り起こしっていうのは、非常に難しいなと思うので、

そういう、そのためにセミナーとかフォーラムとかやってるんでし

ょうけど、そういうのに出てくるのが好きな人は一定いるんですけ

ど、自分のところで何かやろうというふうな動きに必ずしも通じな

いかなっていうところが、今○○さんもおっしゃったようなのも含

めて、社会的な風潮としてあるのかなとも思うんですけど、一番私

も何度か言ってるんですけども、市の職員が窓口に来たいろんな人

と、いろんなセクションの対応がありますよね、そこで芽を見つけ

て、こういう動きにつなげていくっていう、市全体で心がけない

と、なかなかっていう感じはしますね。 

先ほどの話で、１９万ですか２０万ですか、何かそのくらいの人

口がいるから、もうちょっと動きがあってもいいなと思ってはいる

んですけど、それとか、農地とかが土地利用転換しますね、宅地化

したりとか。ああいう時にとか、今、大きな事業、西武線関係は高

架とかそういうのはないですよね。 

事務局： まだ具体的にはないですね。 

会 長： ないですね。何かそういう動きに何かの都市計画を決めるとか、

そういう時には何かあるかなと思っているんですけど、以前、南北

線でしたっけ、揉めましたね、府中街道の… 

事務局： ３・２・８号線ですね。 

会 長： ああいう時にも何か、どういう単位でやるのか、ありますけど、

何かそういう協議会とか準備会みたいな形にきちんとした話ができ

るようにするといいなというふうに私は思ったんですけど、何かそ

ういうことを捉えるアンテナっていいますか、もう少し市全体でそ

ういうのを高めていくことが重要かなというような気がします。放

っておいてもいろんな動きが起こるっていうのは、なかなか難しい

という感じが今、していますので。 

委 員： ちょっとよろしいですか。 

会 長： どうぞ。 

委 員： 私、会社が国分寺にあって、国分寺のまちづくりアドバイザーも

登録してるんですが、金曜日電話がかかってきて、やってください

っていう連絡が、オファーが飛んでくるんですけど、毎年７件ぐら

いそういう芽がくるそうです。どうやってその芽を見つけるんです

かっていうのを聞いてみたら、資料を作った人じゃないそうで、私

は分かりませんって言われちゃったんですけどね。 

何か戦略があって、芽を育てるっていうか、そういうのをやって

るのかも分からなくて、例えば国ベジっていう、国分寺のベジタブ

ルのネットワークとか、国カレ、国分寺カレッジっていう今、１０
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期生ぐらいになりますかね、カレッジの中に起業していくっていう

の、そういうやり方とか、そういうような芽になってるのかなと思

ったりはするんですけど。 

委 員： この審議会のスコープから少し逸脱するかもしれませんけど、自

由にというふうに言っていただきましたので、審議会始まる前に少

し職員さんとお話ししたんですけど、現在、都市計画のマスタープ

ランの中間報告まで出ているようで、私も急きょ目を通して今日は

来ました。 

かなり網羅的にいろんな都市計画上の課題とか将来ビジョンが書

かれてますが、お聞きしたいのは、今の議論で出たよりもよりミク

ロな視点での住民レベルでのいろんな問題意識、課題感といったも

のが、どれくらいボトムアップ的に入っているのかと、かなり抽象

度の高い指針なので、逆に。どこまでが現実的に達成できそうな計

画予想をして入るのか、その裏付けとなる住民さんのいろんな課題

を吸い上げて、それをあえてああいう表現をしているのかとか、少

し気になったんですよね。 

先ほどからの議論を踏まえまして、普段からそういう問題感、課

題感をちゃんと把握していて、何かあった時に、実はこの都市計画

マスタープランにこういうふうに盛り込んでありますというふうに

なってれば、枠組みとしては動きやすいのかと。 

それが例えば、抽象度の高いああいう構想だけだと、実行段階に

なった時に、さてさてと、計画として動いてる、あるいは新しく出

てくるやつは入れやすいでしょうけども、より細やかな対応といっ

たところで少しギャップが発生するのかなと思いながら伺いまし

た。 

２つお聞きしたいのが、１番目に、あの都市計画マスタープラン

に入っていることと、例えばこの審議会のような審議事項になるこ

とのひも付けがそもそもあるのか、それとも開けてみないと分から

ないような手探り感が何かあるかなといったこと。 

それから、これは少し外れますけども、２０年スパンってやっぱ

り長いなと思ったんですよ。むしろ将来が読みにくいからこそ短い

スパンでレビューしていって、現状に即したものにアップデートす

るというやり方もあるかと思ったものですが、何ゆえ、近隣とか東

京都を意識して２０年スパンにしたのかなという、これは好奇心で

お聞きすることと２点です。 

事務局： まず１点目。確かに多々いろんな方から同じようなご意見を伺う

んですけども、もちろんそもそもの市民の意見としましては、アン

ケートですとか、あるいは検討会、あと、今回も中間まとめの意見
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募集でご意見を頂いて、細かい内容は、その地域特有の課題ですと

か、懸念事項というのは全て集めてはいるので、こちらでも把握は

してるんですけども、そもそもの作りとしまして、都市計画マスタ

ープランというのが、そのまちの大枠というか、大きなまちづくり

の方向性を示すものというつくりになるんですね。なので、細かい

こと、たとえばどこどこ地域の何々をこうするとか、そういった書

きぶりではないものなんです。 

市の計画の体系では、長期総合計画というのがあって、さらに都

市計画マスタープランがある。その下に各課によって策定されたい

ろんな細かい基本計画とか基本方針とかがあるんです。 

そこでより具体的な各課題ですとか、意見とか、そういったもの

を踏まえた個別の計画を作っていくというのが今の組織の体系にな

っています。そのため、どうしても都市計画マスタープランという

のは、大きなつくりで、抽象的な記載になってしまう。それを補塡

するのが、各課の個別の計画という作りになっています。 

２０年間というのは、おっしゃるとおり幾つか理由がありまし

て、先ほどおっしゃっていただきました上位計画で２０４０年代の

将来を描いているっていうのもありますし、あとは、それを踏まえ

て昨今、ほとんどの自治体が２０年間というつくりっていうのもあ

ります。また、都市計画事業というものについて、５年、１０年で

終わるものがあるかっていうと、なかなかない状況です。 

今回も前都市計画マスタープラン改定からちょうど１０年たとう

としているんですけど、その１０年間の進捗を調査したところ、や

っぱり「完了」というのはほとんどなくて、まだ継続中とか、ある

いは未着手っていうものが多いです。 

そう考えた場合に、１０年間の期間での決め事になりますと、ま

た結局進捗のないまま、次期改定を迎えてしまう可能性があるの

で、もうちょっとスパンを広げて、２０年間にしました。 

もちろん、一度策定したら２０年間放ったらかしなのかという

と、そういうわけではなくて、必要に応じて、たとえば上位計画の

方向性が変わった、あるいは市の方針が変わったというのがあれ

ば、必要に応じてまた内容を検討したり、見直しを行い、改定して

いくことにはなるかと思います。 

もう１点。市民等提案型まちづくり条例がどこに反映されている

かについてです。もちろん大きく全体に反映されてはおりますが、

現行都市計画マスタープランでは、第５部に市民等まちづくり条例

の関わり方ですとか、どういうふうにそれを進めていくかという記

載をしておりまして、新しいマスタープランでも記載をする予定で
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すので、そこで関係性というものがより具体的に掲載される流れに

なるかと思います。 

委 員： ありがとうございます。２０年スパンは理解しました。 

最初の質問で、指針の抽象度を批判的に申し上げてる部分があっ

て、あのバックによりミクロな地域ごとの課題が把握されているか

ということを、そこに実はこの審議会の連結が関われるんじゃない

かという趣旨でお伺いした次第です。 

事務局： もちろんいろんな意見は踏まえた上での大きなつくりっていうふ

うにはしているつもりでございます。 

 事務局： この後、今、都市計画マスタープランの全体構想っていうところ

を主にやってます。それは、議会の議決事件になるというので、議

会の承認もいるんですけど、それ以外に今度は地域別構想というの

で、さらにミクロの部分に今回入っていく予定なので、そうすると

そこには若干大枠よりも細かいところが出てくるという形のつく

り、構成になっております。 

委 員： ありがとうございます。そういう意味で、先ほどからの議論を踏

まえますと、実はそこに潜在的なテーマとか、先ほど芽とおっしゃ

ったけども、そういうものがあって、それは働きかけ次第で顕在化

してくるものかなというふうに理解しました。 

会 長： ありがとうございます。今の質問、地域ごとっていうんですか

ね、大体駅勢圏で言ってますよね。７エリアとか７地域でした。 

事務局： まず、市全体としましては、７つの駅があるので、そこの駅を拠

点としてというのは変わりません。また、地域別構想になります

と、市を西、中央、東っていうふうに３つのブロックに分けまし

て、それぞれの地域において、地域別の構想を来年８年度により本

格的に検討していくようになります。 

会 長： 以前、私もちょっと関わったことがあるんですけど、地域が３で

も７でもいいんですけど、各地域ごとに意見交換会とか何かそうい

うのは開催しますか。 

事務局： そうですね、今年の 1 月から 2 月にかけて、地域ごとにワークシ

ョップをそれぞれ２回ずつ計６回行いました。そこで意見等を伺い

ました。 

会 長： それはちゃんと記録しといたほうがいいですよね。どういう意見

があったとか、どういう話題があったとか。 

実は今の都市計画マスタープランの前の前ぐらいから作ろうって

いうことで委員会みたいなのができました、新しく。 

会長をしていたんですけど、その時、おっしゃるような話題もい

ろいろあって、なかなか都市計画そのものは時間がかかるとかいう
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ような話もあって、具体的にはどうしてもなかなか踏み込めないっ

ていう問題があって、だったらどういうふうに進めていったらいい

のかっていうことを、今でいう５部になるんですか、的なものをや

はりその時も作った話になって、こういう市民参加とかそういうの

を提案するようなものを受け止めるような仕組みをつくろうという

提案もしまして、そこで書き込まれたんですよね、都市マスにも。 

それがこの今のまちづくり条例のできるきっかけっていうか、市

のほうでもそういう方針持ってたんだと思いますけども。 

ということもありますので、個々の計画をうんと細かくちゃんと

はなかなか無理だと思うし、財政状況とかそういうのがあります

し、市民の合意というのもなかなか取れないところもあったり、都

市計画マスタープランじゃ、都市計画ですから、基本的には都市計

画法に基づくさまざまな事業の方針を決めるっていうことなので、

枠組みにはちょっと限られてるところもありますね。普段日常的に

生活している方の生活を取り巻く環境の全てがありますっていう性

格とは若干違うところもありますので、だからその辺、どうやって

進めていくのがいいのかを目的に、これから議論をするのがもうち

ょっと考えてみたいに、そういうようなものの掘り起こしにも通ず

るのかなと思うんですけれどね。 

ほかにご意見ございますか。○○さん、何かありますか。 

委 員： 小平駅も開発があったと思いますけど、これはもう協議会とか準

備会とか、そういうような予定といったものは、ここに書いてない

っていうことは、まだそれがないのかなということだと思うんです

けども、そのあたりの進捗とかについては、何かございますでしょ

うか。 

事務局： 小平駅の北口で再開発準備組合というものができていて、目指す

のは組合施行による市街地再開発事業を行うというような形でなっ

ております。 

平成２７年に再開発準備組合が設立されて、おおむね１０年ぐら

い経過してるんですけど、北口はまだ駅前広場が完成しておりませ

んので、駅前広場を含めて約２ヘクタールで再開発事業を検討して

きたというのが概要になっておりまして、実際駅前広場はゴルフの

パターみたいな形で、形は都市計画道路なんですけど、駅前広場は

形を変えて、なた形に縦長の駅前広場に変えて、両側に再開発ビル

を建てるというような形の計画でずっと進捗してきたんですけど

も、ここで昨今の工事費高騰のあおりを受けまして、工事費があま

りにも高くなり過ぎてしまったということで、事業計画が作成でき

る資金計画繰りがなかなかできないということで、工事費が少し落



 21 

ち着くことと、あと、再開発事業の特徴として、再開発ビルを建て

て、幾つか床を売って、その床を売ったものを事業資金に充てると

いうのが再開発の仕組みなので、その床の価格をもう少し上げられ

るかどうか、そこの折り合いを今のところ模索して、事業の経済活

動の観測期間という形で、今年度と８年度までを少し見極める期間

として、活動は今行っていない状況でございます。 

ですから、事業の経済活動がどうなのかっていうのを見守りなが

ら、少しずつ話し合いをしているというような状況でございまし

て、工事費が少し落ち着いて、床価格が上がって採算が合うような

資金計画が立てられれば、予定では令和１１年度に再開発事業の都

市計画決定がされるというような目標を持って、今、活動をしてい

るというようなところでございます。準備組合自体は年間に３～４

回活動は行っていて、状況は随時、経済状況を伺っているような状

況で今、活動をしているところでございます。 

委 員： 準備組合というのは、建てる、建てないっていうことについて

の、いわゆる専門的な知見でもってやられてる方々で、住民とかそ

ういう方ではないんですか。 

事務局： 地権者ですね。全員が地権者か土地を持っていらっしゃる方。あ

とは、借地でも大丈夫ですけど、地権者が基本的にはメインで組合

をつくっていくと。 

そこに専門家が入っていないとなかなか事業計画が立てられませ

んから、再開発のコンサルタントと、あとは再開発ビルを建てて床

を売却する不動産屋さん、それが事業協力者として、成功報酬の形

で入ってきてると。そちらが三菱地所レジデンスさんと野村不動産

さんと東京建物の３社が JV を組んで、事業協力として入ってきて、

コンサルとあと権利者で事業を進めているというような状況です。 

委 員： 確かビルが２棟大きいのが建つという。 

事務局： そうですね。 

委 員： それ自体は変更なしで。 

事務局： 当初は１００メートル級のツインタワーを建てるような状況だっ

たんですけど、あまりにも工事費が高過ぎるので、ビルを高ければ

高いほど、床をいっぱい売れるので、採算性は増すような形になっ

てるんですけど、工事費があまりにも上がり過ぎて、採算性を超え

てしまったということで、逆に低いほうが採算が合うような形で、

今は６０メートル級の板状型、少し長いような。団地のような形で

すかね。板状の建物に変えて事業計画を変えて進んでいこうとして

決定した矢先にさらに工事費が高騰してしまって、ストップしてし

まったというような状態です。 



 22 

 

委 員： よく分かりました。ありがとうございます。 

事務局： 全国的に工事費高騰の問題は全国の再開発事業費も問題になって

おりますので、組合が実際設立されて認可があって進んでいる事業

はもう解散できませんから、国がある程度補助金を投入してくるん

ですけど、まだ都市計画決定もされてない準備段階ですので、そこ

についてはもう少し入念に計画を見つめ直しなさいというのが国の

考え方になります。 

委 員： 分かりました。ありがとうございます。 

会 長： 協議会とか準備会っていう、この仕組みには乗らないでやってる

話ですね。 

事務局： そうですね。小川駅西口もそうだったんですけど、元々都市計画

道路、駅前広場が都市計画決定をして、昭和３７年に設定をされて

いて、駅前広場上に住んでらっしゃる商店の方たちが自分たちは駅

前広場をつくってしまうと、その時は買収事業でどかなきゃいけな

いとなってしまうということで、そうすると、今までの商店街の活

動であるとか、いなくなって新たに商店街をつくることになったり

するので、その人たちが残るような仕組みでまちづくりを行いたい

というところから勉強会が始まって、自分たちが残れる再開発事業

っていう仕組みを選定してやってきました。 

会 長： 確か小川は協議会みたいなものがありましたよね。 

事務局： そうですね。小平もそうですけど、最初はまちづくり協議会があ

って、まちづくり協議会から再開発協議会に格上げして、再開発協

議会から再開発準備組合。再開発準備組合は組合の準備ですから、

その後に認可がされれば、再開発組合になって、完全に公益法人に

なって進むことに、というような流れですね。 

委 員： 小平駅、中心地でしたが、基幹駅ですので、いわゆる事業者の方

もいっぱい集まってますので、なんとかうまいことそこで開発がで

きるといいなというのは思っております。 

会 長： 駅の利用者も多いんじゃないですか。 

事務局： そうですね。一番多いのは花小金井で、花小金井が５万５，００

０弱で、その次ですね。３万７，０００～８，０００が小平駅です

ね、１日の乗降客ですね。 

会 長： ほかにご意見、ご質問ございますでしょうか。 

何かこの会の進め方としても、ご注文があれば、要望あれば出し

ていただければと思いますけど。例えば都市マスタープランについ

て報告してほしいとか、そういうようなことがあれば、次回はいつ

になるか分かりませんけど、タイミングを見て、そういうことも。 
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委 員： 時間枠の関係とアジェンダの充実度によるとは思うんですけど

も、可能性があるんであれば、都市計画マスタープランのその後の

進捗等、要点を教えていただけたらありがたいと思います。 

会 長： 地域別構想っていうのは、いつごろ。 

事務局： 令和８年度の４月以降で委員会等がまた始まるんですけども、遅

くとも１１月、１２月辺りには、パブリックコメントを発する予定

なので、それより前には、秋、夏過ぎぐらいまでには、地域別構想

を固める方向で動こうと思ってます。 

会 長： 何かそれ、地域別構想の進捗状況とか、こんな意見が出てると

か、こんな方向で考えてるとかっていうのをこの場で少し出しても

らって、それはパブリックコメントの前でも後でいいんですけれど

も、少し考えていただけますか。 

都市計画課が担当してるわけですよね。 

事務局： そうです。 

会 長： じゃ、それはそういうふうに要望いたします。 

事務局： ちょっと検討させていただきます。 

会 長： 時期はお任せします。 

あんまりいい回答が、都市計画審議会の議論と。変なふうになら

ないといいですけどね。多分いろんなとこから意見を出していただ

いたほうが決めやすいんじゃないかと思いますので、ご検討いただ

きたいと思います。 

ほかにございますか。何でも結構ですけど。よろしいですか。 

さっきの掘り起こしの話がずっと問題だと思いますので。都市計

画マスタープランの書き込み方にもちょっと関係するかと思います

けど、その辺も話題にしながらこの次の会はやりたいと思いますけ

ど。 

委 員： 各地域別の都市マスを作る場合、課題積み上げ型で都市マスを作

るのが一般的で、要するに問題点というか、課題点というのを積み

上げていって、それを解決するためにはこういうようにしなきゃい

けないっていうようなつくりになるんですよね。 

そこの課題とか問題とかっていうところの中に、それはデータ的

な問題とか、客観的に見ることができる課題とか、そういうものが

ほとんどであって、ここに住んでるＡさんというのが何かまちづく

りやりたがってるよとか、Ｂさんが何かをしたいと言ってるよとか

いうような要素みたいなのが、全部外されちゃう。だから、そうい

うことが、そういう芽が見つけることができるならば、地区整備計

画の中にも星マークを付けておいてあげるとか、ここに関わって何

か物事が進んでいくよとか、そういうのを示してあげることができ
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れば、より見た人が感銘を受けてくれるかなとは思うんですけど

ね。 

会 長： なかなかいろんな意見を出す機会は準備されると思いますけど、

最終的な計画の内容に反映されてるのか、されてないのか、なぜさ

れてないのかというようなことが市民の疑問としては残りますよ

ね。 

できない事情や、そのような事情もたくさんあるかと思いますの

で、何かその辺がうまく整理されると何となく納得のいくプロセス

になるかなというふうに思います。 

ちょっと宿題ということで、役所のほうでよろしくお願いいたし

ます。 

じゃ、よろしいでしょうか。ちょっと時間は早いんですけど、こ

れで今日の会は閉会させていただきます。 

次回の予定は後日市から連絡いただきたいと思います。 

それから、最初に、冒頭に○○委員と○○委員が議事録署名のほ

うお願いしたいと思います。 

それじゃ、これで。どうもありがとうございました。 

 （閉会） 

  

 


